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強力な抗酸化食品

Astaxanthin　＆　CLOVEAstaxanthin　＆　CLOVE

　酸化の原因は色々ありますが、すべての病気や老化の原因は酸化か

ら始まります。

　酸化とは錆びるという事であり、新鮮でなくなるという事です。

酸化が進み、余りにも鮮度が悪くなると、腐敗して死に至るのです。

■病気や老化の原因は酸化から　

　従って、抗酸化はアンチエイジング（抗老化）であり、予防医学であり、万

人に共通の願いです。

　アンチエイジング学会においても、「アスタキサンチン」は、毎回筆頭に挙げ

られ、常に賞賛される抗酸化剤食品です。

■抗酸化はアンチエイジング

アスタキサンチンについて
■生体膜の表面と内側で活躍

　わたしたちの身体の中で最も外からの攻撃を受けやすいのは、そのほとんどが

酸化されやすい脂肪でできている生体膜です。

　アスタキサンチンは、細胞膜や、細胞中に存在するミトコンドリアなどの生体

膜を縦に貫通する形で存在し、細胞の表面と内側の両方で力を発揮します。

　細胞膜全体に位置することで、

膜の外側にしか存在できない水溶性のビタミン C、

膜の内側にしか存在

できない脂溶性の

βカロテンやビタミン E 

が果たせない部分をカバーし、

活性酸素をしっかりと捕える

ことが出来るのです。

　病通常脳の中には異物が浸入す

ることはできませんが、アスタキ

サンチンは脳の中に入り込んで活

躍できる所が凄いのです。

毛細血管の血行改良、眼精疲労の

改善などの効果がその一例です。

（左図参照）

アスタキサンチンとクローブ。二つの強力な抗酸化物質について。アスタキサンチンとクローブ。二つの強力な抗酸化物質について。

　最後に、クローブ（丁子）が、

「酸素ラジカル吸収能」と「抗酸

化作用」のいかに高い食品であ

るかの ORAC 値ランクを示します。

(下記表）

　

　食品名のリンク先にどのよう

な抗酸化物質が含まれていて栄

養効果があるかリストアップさ

れています。

クローブに
　　　　ついて

■脳の中にも入れます

食物連鎖でアスタキサンチ

ンを蓄えている生物

一重項酵素消去力

脂質過酸化抑制力

ビタミンＣβーカロテン

ビタミンＥアスタキサンチン
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